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判例11　医師会による開業制限――公取委審決の取消訴訟
前提知識
医師会：「医道の高揚、医学及び医術の発達並びに公衆衛生の向上を図り、もって社会福祉を増進すること」を目的とする社団法人。地域医療の推進発展に関する事項、保健医療の充実に関する事項などを事業とする。
独占禁止法（私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律）
・実体：「ある市場において正当化理由なく反競争性をもたらす」「一定の類型の行為」を禁止
本件では…独禁法8条（事業者団体に関する規制）1項3号「一定の事業分野における現在又は将来の事業者の数を制限すること。」(→後記①)4号「構成事業者の機能または活動を不当に制限すること。」(→後記②③④⑤)
・手続(平成17年改正前)；公取委による勧告→不応諾→審判手続→審判審決→取消訴訟(東京高裁→最高裁)
事案の概要
観音寺市三豊郡医師会に加入しないで開業することが一般に困難な状況の下で、入会の拒否、除名があり得る制度を背景として、観音寺市三豊郡医師会医療機関新設等相談委員会規程及び施行規則によって、①病院又は診療所の開設、②診療科目の追加、③病床の増床、④増改築、⑤老人保健施設の開設に際し、予め届出をさせ、一定の審議システムにおいてその可否を審査し、その同意、条件付き同意、留保及び不同意を通知した。
公正取引委員会勧告(平成8年12月26日)→観音寺市三豊郡医師会は不応諾
排除措置命令…相談委員会規程及び施行規則の破棄、地区内の医師への周知徹底。
公正取引委員会審決(平成11年10月26日)→観音寺市三豊郡医師会は取消訴訟を提起
公取委の勧告を支持。理由は第一審に同じ。
第一審(東京高裁平成13年2月16日判決)→請求棄却、上告は取り下げられ確定
市場…医療の提供が価格競争の働く余地が少ないとはいえ、提供する医療の内容、質において競争原理の働く局面は多く、公正かつ自由な競争の必要性があるのである。
正当化理由…都道府県の医療計画において地域の医師会の協力は重要であるが、独禁法の例外である以上医療法の目的に沿ったものでなければならない。←｢将来の患者の取り合い防止｣という目的
反競争性…医師会に加入しないで開業することが一般に困難な状況
問題点
・医師会と独禁法――医療の提供と競争原理は協調するのか？
・医師の監督の必要性と医師会と行政――患者の保護と行政の能力
・判例9との関連――行政庁は独禁法違反にならないのか？
・判決の射程――特に当時の観音寺市三豊郡の地域の特殊性？
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